
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字や数字を 

なかなか覚えてくれない。 

学校の勉強、ついていけるかしら
…。 

四街道市では、一人一人の子どもに合わせた 

適切な教育を行うための就学相談を実施しています。 

※１）「にじいろサポートファイル」…子ども一人一人に応じた支援の記録や情報をまとめ、保護者と学校

とがよりよい支援を考えるための相談支援ファイル。 

その他、ご心配なことがある方 

ことばが 

うまく出ないし、 

すぐ友だちをたたいちゃう。 

心配だな…。 

発音がよくないみたい。 

聞こえがよくないのかな。 

友だちにからかわれない 
かしら…。 

 

一人で遊ぶこと 
が多いし、 

集団の中に入ることが 
できるかしら…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育コーディネーター※２が中心となって、学校全体の教

職員で、教育的支援が必要な子どもの様子を共有、理解し、支援

を進めていきます。 
 

学校は、必要に応じて子どもにあった目標（個別の教育支援計画・

個別の指導計画）を立てたり、教え方を工夫したりし、その子に

合った支援に努めます。また、保護者の方と話し合い、合理的  

配慮※３を実行します。 
 

特別支援学級やことばの教室も、特別な支援を行う時間と場を 

提供しています。 
 

特別支援学校や四街道市特別支援教育専門家チームも、学校や 

家庭への助言・支援を行います。 
 

※２）特別支援教育コーディネーター…各学校において、特別支援教育を中心となって行う先生。

保護者の方との相談窓口、学校内外の関係機関との連絡

調整を行う。 

※３）合理的配慮…障がいのある子どもの学校生活を充実させるために、その子に合った必要な

配慮や支援を過度な負担がない範囲で学校が行うこと。 

 

 

  

 


